











か）、 格助詞の前の名詞句の途いによって、 それぞれに現われ る「から」、「に」、「に
よって」三つの格助詞の使い分けを分析する。
2、有情の受身文と非情の受身文の概念
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物の所有物、 親近者、 身体の一部分などが他動的な動作の影響を受けるもの」という類
型の受身文が直接の利害を表わすものと見なされている。例としては、（A) 泥棒に財
布を取られる。 (B) 悪童たちに庭を荒らされる。（ C) 名社を毀祖される。 …… などが




(2) ジー プの踏台の上へ、 細いハィヒ ー ルの脚がさし出された。（金1111寺）
(3)•• •••そして私は掌の命ずるまま、 9学の外されたのちも、 不II民の朝が明けて、 瞼が
まばゆい外光に透かされるまで、 頑なに目を閉じつづけた。（金Iり寺）
(1) - (3) の例のように利害の感梢が含まれていない例がたくさんあるので、 これ
らの例を非梢の受身文の範囲に入れるぺきだと思う。 こういう持ち主の受身文はただ状
態、状況を描写して、 感情とは関係なく、 中立的な受身であるために、 こ のような例文
の主語である所有物自体を非梢物として、 扱ってもよいと考える。
2、 2、 1 有情の受身の定義
動作の働きかけを受けて、 利益や被雹などが感じられる有梢物を主語とする受身表現
は「有情の受身」である。 例えば、 人1111や動物、‘‘、 などである。
2 、 2 、 2 有情の受身の範囲限定
① 2、 1、 2で述べた非梢の受我文以外の受身表現は有梢の受身文の範囲である。
② 利害の感梢を含んでいる持ち主の受身文を有惜の受身文の範囲に入れる。
3、細川説について
組川由起子1986では、 動作主に対するマ ー カ ー のうち、「に」、「から」、「によって」
の使い分けを、 これらの三つのマーカ ー がそれぞれ持つ本来の意味によって規定される
三つの原則と、 その原則に課される二つの基本的な制約によってうまく説明した。
まず、 三つの原則と二つの制約は以下の通りである。
原則（あ）受り文において「から」でマ ー クされるのは、起点、 素材あるいはその出所
(source) に限られる。 ただし、動作・作用を表す受身文で主語・動作主
共に有生物の時は、 動作主も「から」で示せる。






によって」でマ ー クされるのは、材科 ・ 追具または原因 ・
理由を示す名詞句（節）に限られる． ただし、受身文が行為の結果の＇状態を








かったところを注目して、動作主マ ー カ ー だけに限らなくて、非1肖の受身文と有1肖の受
身文に現われる「から」、「に」、「によって」三つの格助開を分析する。 そして、 受身表










のほほん と した人柄空且生み出されているとは知らなかった。（あP191) 




(9)酒は米空旦作られる。(8 P 3) 
この非情の受身の例において、「から」は素材を表す。 有情の受身文の例に「から」は
「素材」を表せない。
(lo)肺本家を焚成する私怒が、 慢性的な経営群企丘近々閉飢されるらしい、 とい う咽
もちらほら聞こえていたし、 ……。（新p 5) 
(11) また、自分は子供の頃、絵本で地下鉄道というものを見て、 こ れもやはり、実利
的な必要から案出せられたものではなく、 ………。（人P12) 












毅学生丘占領されて、 先生たちも入ることができなかった。（寄P 120) 

















の受身文には叱る、 森敬する、 恐う、愛する、ヽヽ、 など、 人間の感情に関わる動詞が多
いのである。非情の受身には、 こういう人問の感梢に関わる動詞の拗きかけを受けるこ
とができないから、（あっても、 擬人化表現にしか限らない）「に」格を排することが多
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い。この点は井・ 上1976の論点と一致する。しかし、井上1976では迫具、手段を表わす格
として、「に」格が許容されるという原則について挙げられた例は主語が動物や人追物
だけで、即ち、以下の (18) - (22) のような自然散色の抽写や有1ti物の外見の描写
（以下は「静的事象Jと呼ぶことにする）という文については説明されていない。
(18) ひかりと波のしぶきのために、眩くようなまろい侃丘囲まれた岩の、小暗い影が



















成立しない。」と述べられている。 ( P 83)
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の受身文と格助詞の前の名詞句が有梢物である非梢の受身文（例えば(15)例）に適用す'

























































































(7) のように、 非惜の受身文において、 動作主を表す場合に「から」と「によって」
は置き換えが可能である。 しかし、「から」はやはり「起点」の意味合いが強いので、
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(13) 「すると、あなたは学資というおかねくに／によって〉縛られて いるのね」









































有惜の受身文：格助詞の前の名詞句が有梢物である場合ー 動作主、 手段、 根拠を表す。
格助詞の前の名詞句が非悟物である場合一 原因、 理由、 根拠を表す。
非梢の受身文：格助詞の前の名詞句が有惜物である場合ー動作主を表す。
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